
CWF-1ティアオフフィルムの取り付け方
当製品はCWF-1シールドおよびCWR-Fシールド専用品です。
ご使用になるにはSHOEI純正のCWF-1シールドおよびCWR-F
シールドをご用意ください。

専用シールドに取り付けられているティアオフボタンのボタン本体
を押し下げながらまわし（図1参照）、図2のようにシールド正面か
ら見てセンターポストが下に来るように調節します。

ティアオフボタン調節の際、シールド内側のピンロックピンは図3
のように、（A）部分の突起がシールドの中心を向いているか確認
してください。もし、この突起がシールドの中心を向いていない場
合、ティアオフボタン表面のビスをゆるめ、シールド内側から工
具などでピンロックピンを回して正しい向きに調節します。調節
後、ティアオフボタン表面のビスをしっかり締めてください。再度
ティアオフボタンの調整をおこなったのち、シールドをヘルメット
に装着します。※ティアオフボタンは両側共、同じ要領で調節し、
必ず、ボタン本体を押し下げてから回してください。
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両面保護シートが付いた状態でCWF-1ティアオフフィ
ルムの左右を確認し、ティアオフボタンに図6のように
取り付けます。その時、CWF-1ティアオフフィルムがぴ

ったりとシールド面に密着しているか確認してください。
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ティアオフフィルムの密着が足りない場合、ティアオフボ
タンを回して密着させます。

■CWF-1ティアオフボタン
ボタン本体部分を押し下げながら（図1）左右それぞれ矢印の
方向に回し、CWF-1ティアオフフィルムのテンションを張り密着
させます。

■CWR-F ティアオフボタン
左右のボタンを反時計回り（図6）に回し、CWF-1ティアオフフ
ィルムのテンションを張り、シールドに密着させます。
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テンションを調節したのち、一度、シールドからCWF-1  テ
ィアオフフィルムを取り外し、シールドの表面に付着して
いるほこりや油分を取り除きます。

CWF-1ティアオフ
フィルムのシールド
に密着する側の保

護シートのみを剥がし、シー
ルドに向かって左のボタン
から掛け、右に向かって
CWF-1ティアオフフィル
ムを引っぱりながら密着さ
せます。

タオルなどで気泡を
外に押し出しながら
シールドに、より密

着させたのち、表面の保護
シートを取り除きます。

幅15mmほどのセロハンテープを長さ20mmぐらいに
切り、図の位置に4カ所貼り付けます。

正面右端の少し長い
部分を手前に軽く折
り、取り外しやすいよう

にしておきます。

CWF-1ティアオフフ
ィルムの表面が汚れ
たり傷がついた際は、

折り曲げた部分を持ち、引き
剥がすように取ります。

ヘルメットを正面から見た時の
CWF-1ティアオフフィルムの向き

センターポスト

左側

シールド
正面

シールド内側

左側

左側

右側

右側

ボタン本体

ティアオフフィルム

ピンロックピン
ビス

シールドに密着する側の保護シート

表面側の保護シート

セロハンテープ

CWF-1ティアオフボタン分解図（左側）

CWF-1ティアオフボタン

ボタン本体

センターポストが
飛び出す

センター
ポスト

(A)(A)

左側右側

警告
1. CWF-1ティアオフフィルムは、レース専用パーツです。
一般道では使用しないでください。

2. CWF-1ティアオフフィルムの雨天時のご使用はしな
いでください。フィルムとシールドの間に水が入ると、
視界が妨げられることがあり大変危険です。

3. CWF-1ティアオフフィルムを長時間装着したままに
しないでください。

4．CWF-1ティアオフフィルムに傷が付いた場合は、
新しいCWF-1ティアオフフィルムと交換してください。

5. ティアオフボタンは反時計回りに回転します。ティオア
フボタン本体の矢印と反対の向き（時計回り）には回さ
ないでください。

6. 必ず、専用のシールド、ティアオフボタンを使用し、専用
以外のシールドを加工したり、純正品以外のティア
オフボタンを取り付けたりしないでください。

7. シールドやティアオフフィルムのお手入れに、ベンジ
ン、シンナー、ガソリン、ガラスクリーナー、その他の溶
剤は絶対に使用しないでください。パーツが破損する
恐れがあります。

8. PINLOCK® fog-free sheet / PINLOCK® EVO
lens（CWF-1対応/CWR-F対応）をご使用の場合
は、必ず弊社純正品をご使用ください。取扱方法に
ついては、PINLOCK® fog-free sheet /PINLOCK® 
EVO lensに同梱されております取扱説明書をご
覧ください。
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専用シールドに取り付け
られているティアオフボタ
ンのボタン本体を反時計
回りに回し、図4のように
シールド正面から見てセ
ンターポストが下に来るよ
うに調節します。
ティアオフボタン調節の
際、シールド内側のピンロックピンは図5のように、（A）部分の突起
がシールドの中心を向いているか確認してください。もし、この突起
がシールドの中心を向いていない場合、シールド内側から工具など
でピンロックピンを回して正しい向きに調節します。再度ティアオフ
ボタンの調整をおこなったのち、シールドをヘルメットに装着します。

CWR-F ティアオフボタンの調整

ティアオフフィルムの取り付け

CWF-1ティアオフフィルムを取り付ける前に、ティアオフボタンの
調整を行います。

CWF-1ティアオ
フボタンとCWR-F 
ティアオフボタンは
互換性があります。

右側

PINLOCK® EVO lensを使用する場合は、PINLOCK® EVO lens
に同梱されている取扱説明書に従って、PINLOCK® PINの調整を
行ってください。また、PINLOCK® fog-free sheet /PINLOCK® EVO 
lensを先に装着してから、ティアオフフィルムを取り付けてください。 
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